
  

 

 

 

 

白井市橋梁長寿命化修繕計画（第二次）［改訂版］ 
 

＜ 橋梁の予防保全型管理に向けて ＞ 

 

令和 3（2021）年度～令和 12（2030）年度 
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■背景 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

令和 3年度_2021 年                         令和 23 年度_2041 年 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

         

 
 
 

図．年度別の橋梁架設件数 
 

■目的 

このような背景から、計画的かつ予防的な維持管理を実施し、橋梁の長寿命化によるコストの縮減

と平準化を図るため、平成 26 年度～平成 31 年度の橋梁点検の結果を基に白井市の実状に合わせた橋

梁長寿命化修繕計画を策定するものです。 

また、橋梁長寿命化の対象橋は市が保有する橋梁 75 橋のうち、管理協定により、隣接市が管理す

る 8橋を除く 67 橋とします。 

 

 

橋梁長寿命化修繕計画が求められる背景と目的 

20 年後

表．管理橋梁数 

 
橋 長 

合 計 
15ｍ未満 15ｍ以上

保有橋梁数 39 橋 36 橋 75 橋 

管理橋梁数 35 橋 32 橋 67 橋 

うち計画の策定 

橋梁数 
35 橋 32 橋 67 橋 

 

白井市が保有する橋梁は 75 橋（ボックスカルバー

トを含む）架橋されています。このうち令和 3年度に

架設後 50 年以上経過する橋梁は 13 橋あり、令和 23

年度には 53 橋となり、7割を占めます。将来的には架

替えを迎える橋梁が急激に増える事が予想され、今後

これらの橋梁に対する維持・修繕・架替え等に多額の

費用が必要となることが懸念されます。       

 



 

 

橋梁長寿命化修繕計画 

 白 井 市 役 所

 

 

長寿命化修繕計画の対象橋梁 67 橋の位置を下図に記します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象橋梁の位置図 



橋梁長寿命化修繕計画 

  

 白 井 市 役 所

 

 

管理する橋梁の点検を実施した結果、下図に示す損傷などが確認されました。 

 

  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

図．橋梁損傷箇所 概要図 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

損 傷 事 例 

部材：支承 

損傷：腐食 
部材：主桁 

損傷：腐食 
部材：伸縮装置 

損傷：変形・欠損 

部材：防護柵 

損傷：変形・欠損 
部材：橋台・橋脚 

損傷：ひびわれ 

部材：床版 

損傷：鉄筋露出 



橋梁長寿命化修繕計画 

  
白 井 市 役 所

 

 

 

橋梁の維持管理を行っていく手法として、事後保全型と予防保全型があります。 

事後保全型は、損傷がある程度進行した階段で損傷部材を補修する手法ですが、補修による部材の

機能回復が十分に期待できない場合や大規模な工事が必要となり、費用も莫大となります。 

一方、予防保全型は、路線や橋梁の重要性に応じて、各橋梁を維持していく管理水準を高く設定（対

策判定区分：B以上）し、小規模な補修工事を短いサイクルで行うことで、橋梁の安全性確保とライフ

サイクルコストの縮減を図るものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図．予防保全型の維持管理による長寿命化のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

橋梁長寿命化修繕計画の基本方針 



橋梁長寿命化修繕計画 
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ＰＤＣＡサイクルを導入し、継続的に橋梁の長寿命化に繋がる対策を実施していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図．ＰＤＣＡサイクル図 

 

 

 

 

ＰＤＣＡサイクル 

【 Plan：長寿命化修繕計画 】  

点検結果の分析・評価・判定 

短期計画策定(機能回復) 

中長期計画策定(予防保全) 

事業効果の把握 

【 Do：修繕の実施 】  

詳細調査・補修設計 

施工計画 

修繕の実施 

課題の抽出 

【 Check：橋梁点検 】 1 回/5 年 

橋梁点検 

損傷程度の評価 

対策区分の判定 

点検データ蓄積 

修繕効果･劣化予測の検証 

【 Action：事後評価の反映 】  

修繕計画の事後評価 

修繕計画の改善 

・劣化予測 

・対策工検討 

・対策優先順位 

・年間予算の検討 

・実施時期の検討 
・短期計画後の修繕 

検討 

・年間予算の平準化 

・各橋梁の修繕計画内容

の検証 

・新技術,新工法導入 

・修繕実施の状況確認 

・前回点検からの損傷 

 状況の変化の把握 

【 事後評価項目 】 

  ・橋梁点検結果 

  ・劣化予測 

・対策工法 

・社会経済的変化 

 ※初回橋梁点検 



橋梁長寿命化修繕計画 

  
白 井 市 役 所

 

 

 

 

平成 26 年度から平成 31 年度まで実施した点検結果を踏まえ、千葉県橋梁長寿命化修繕計画(平成 22

年 9 月)で示された耐用年数と千葉県単価表（建設物価 2022 年 7 月）の補修単価に基づくライフサイク

ルコストの試算において、今後 50 年間に修繕・架替えに必要となる費用は、予防保全型では、約 148.1

億円、事後保全型では、約 336.0 億円の費用が必要になると算出しています。 

予防保全型による維持管理を実施することで、約 187.9 億円(56.0％減)の費用縮減効果が期待できま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図．予防保全型及び事後保全型における累計費用（ 50 年間 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図．予防保全型及び事後保全型の 10 年毎における費用 

橋梁長寿命化計画による縮減効果 



橋梁長寿命化修繕計画 

  
白 井 市 役 所

      

 

 

今後の維持管理については、日常管理として道路パトロール、清掃や土砂の除去等の維持作業を実施

する中で、損傷状況の確認や異常等の発見に努めます。 

また、５年に１回の実施を基本とした橋梁定期点検を行い、橋梁の健全度を把握し、次の修繕計画に

反映していきます。 

なお、本修繕計画に基づく橋梁修繕に当たっては、国の交付金（補助金）等を活用し実施していきま

す。 

 

 

 

 

令和 12（2030）年度までに、約 1割程度の橋梁に対して、橋梁定期点検・調査や修繕工事等を実施す

る際、「点検支援技術性能カタログ」や「NETIS（新技術情報提供システム）」などの新技術や新材料を

積極的に活用し、約 8千万円（15％程度）のコスト縮減を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の人口減少及び土地利用の変化などの社会情勢や橋梁の利用状況及び健全度（老朽化）の状況を

踏まえ、令和 12（2030）年度までに迂回経路が確保可能と考えられる橋梁について、橋梁を利用する地

域住民の方々と合意形成を図りながら、1橋の集約化・撤去を目指すことで、今後 10 年間の定期点検に

かかる維持管理費を約 1百万円程度削減することを目指します。 

  

 

 

 

今後の維持管理に関する基本的方針 

新技術等の活用方針 

 

新技術の活⽤事例

従来⼯法 
【低圧注⼊⼯法】 

新⼯法 
【塗布・浸透型ひび割れ補修⼯法】 

集約化・撤去の方針 



橋梁長寿命化修繕計画 

  
白 井 市 役 所

 

 

 

 

今後の橋梁長寿命化修繕計画では、橋梁寿命 100 年を目標とした予防保全型の維持管理に転換を図る

ことにより、修繕及び架替えに係る費用を抑制し、ライフサイクルコストの縮減並びに予算の平準化に

努めます。 

さらに、前述した「新技術等の活用方針」により、事業の効率化やコスト縮減に努め、新技術等の活

用を検討し、従来技術を活用した場合と比較して、令和 12（2030）年度までに約 1割程度の橋梁に対し

て、約 8千万円（15％程度）縮減することを目標とします。 

また、「集約化・撤去の方針」により、橋梁の集約化・撤去を検討し、コスト縮減に努め、橋梁を利

用する地域住民の方々と合意形成を図りながら、令和 12（2030）年度までに 1橋の集約化・撤去をする

ことで、今後 10 年間の定期点検にかかる維持管理費を約百万円程度削減することを目指します。 

 

 

 

 

 

計画策定担当部署 白井市都市建設部道路課 建設係 TEL：047-492-1111 

 

計画策定担当部署 

費用の縮減に関する具体的な方針 






